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北海道の天売島はオロロン烏，イソヒドリ，ケイマフリ，ウトウなど，往時は60万羽に及ぷ
これら海鳥の乱舞が見られた．中でもオロロン鳥は日本ではこの島にしか生息しない鳥類学上
貴重な烏でありながら，今は絶滅寸前である。彼らもexile（国外追放者）か。天売島の東に
焼尻島がある。 「いちいjと称するオンコの原生林があり海からの強い風の影響で樹高が伸びず，
地面をはうように枝を広げて，樹高1.5メートルながら直径10メートルを越すオンコが群生して，
天然記念物と指定されている。ここから海辺まで，エゾエンゴサク，エゾカンゾウ，エゾフウ
ロ，ヤナギランなどが咲き乱れる草地に， 「マクドナルド上陸記念碑」がある。この緑の草地
はサホーク種のめん羊牧場があり，海をへだてて，天売島を見渡す景観が素晴らしい。
昭和47年12月16日の北海道新聞に， 「わが国最初の英語教師マクドナルドの足跡わかる」と
して，立教大学の富田虎男教授が確認した記事が掲載されている。「わが国最初の英語教師と
いわれるアメリカ人 ラナルド・マクドナルドが初めて日本の土を踏んだのは，嘉永元年（1848
年） 6月27日，この焼尻島だったが，この当時の模様を記述したマク ドナルドの手記が原資料
のままカナダのピク トリアに保存されていることがわかったJ「ペリー来航の五年前に捕鯨船
で焼尻一一利尻へ」とある。この記念碑は焼
尻中学校の生徒が郷土の歴史を学習する中で思
い付き，羽幌町商工会の支援を得て設置したと
いうことである。マクドナルドの生みの母はア
メリカインデアン首長コムコムリの娘であった
ことから， トー テンポーJレを模している。ラナ
ルド・マクドナルドについて，北海道新聞の同
記事は，次のとおり要約している。「マクドナ
ルド (1842-1849）が，捕鯨船プリマス号に乗
Chinook族首長Comcomlyの記念碑
( Astoria, Oregon ) 
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り日本海にやってきたのは，嘉永元年で，日本中を震わせたペリー一行の黒船来航に先立つこ
と五年前のこと。かねて日本に興味を持っていたマクドナルドは，単身密入国を企て，ボー ト
で母船を離れ，利尻に向かったが，着いたところは焼尻だった。無人の焼尻で二日聞を過ごし
たマクドナルドはその後利尻にわたり，宗谷奉行所を通じて，長崎に送られた。長崎で，数カ
月だが，わが国最初の英語教師として活躍した。ペリー来航の時通訳した日本人も，マクドナ
ルドの弟子たちだったという……。
また，昭和62年 (1987) 7月11日の日刊宗谷に「史実を広く後世へ：利尻ロータリー マク
ドナjレド碑建立」の見出しで，次のことが記載されている。
「わが国最初の英語教師として知られる米国
人ラナルド・マクドナルドの記念碑が利尻島上
陸の地鴛泊字野塚の展望に立てられ，その記念
式が七日午後挙行された。jこの事情について
前札幌医科大学利尻研究所の高橋正樹氏による
と，利尻ロータリークラブの奉仕で建立したも
ので，素材は利尻のトドマツを使い，「ラナル
ドマクドナルド渡島の地」と書かれている。そ
の後，昭和65年（1990年）この記念碑は海岸の
駐車場の整備のために移動することになり，碑
文の英文については，前北海道大学教授鈴木重
吉氏の協力を得て，ブロンズのプレートで再構
築されているとのことである。 Fort Astoria ( Astoria, Oregon ) 
4人のアイヌ人に助けられて，無事野塚の番屋で温かいもてなしを受けた日本での唯一の自
由な生活は彼の生涯の思い出であったらしい。マクドナルドはタンゴローという利尻島の番人
と変わした交友は心温まるものである。そのとき， タンゴローの英語の学習意欲に駆り立てら
れて英語を教え，彼から日本語を学ぶのである。これが，日本に於ける英語教育の始まりであ
り，日米支流のきっかけであるといえる。ここに記念碑を建てる意義は大きい。
2 研究の出発点
筆者はこれまで北海道の英学史上重要な位置を占めるJRanald MacDonaldについて気にし
ながら，積極的に彼の書物や文献を系統的に目を通したことはなかった。文献を手に入れるこ
とがたやすくなかったこともある。 彼に関する次の主要な著作では， 了解しにくい諸点があっ
た。
William S. Lews & Naojiro Murakami,. 
Ranald Macdonald , The Narrative of His Life, 1824-1894 
( Oregon Historical Society Press) 
Eva Emery Dye,. 
McDonald Of Oregon; A Tale of Two Shores 
(Chicago, A. C. McLURG & Co. 1906) 
M. Leona Nichols,. 
Ranald MacDonald ; Adventurer 
(The Caxton Printers, Ltd., Caldwell, Idaho 1940) 
富田虎男訳訂
ウィリアム・ルイス，村上直次郎編，．
マクドナルド「日本回想記」；インディアンの見た日本
この書から多くの教示をいただいた。
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1. 日本人に英語を教え日本人から日本語を学ぼうとして，鎖国中の日本に命をかけて密入国
しようとしたその実際の理由。利尻，松前，長崎等で
は日本語の語蒙を集め，英語を教えることに長けてい
たと思われるのは何故か。 RanaldMacDonaldの実像。
2.子は親の後ろ姿を見て育つというが，父親Archi-
bald McDonaldの生き方はどうであったか。受けた
教育と生育歴などから彼の日本渡航の秘密を知る手が
かりがあるか。
3. Glencoe massacreとMcDonald家との関係。
4.当時の彼をとりまく社会や歴史的背景，白人との対
立と抗争の Indianの悲劇な歴史を背景にして，
Archibaldと同様に， Ranaldもあるいは exileなの
かという疑問。 Ranald MacDonald Monument 
( Astoria, Oregon ) 
平成4年 (1992年） 2月19日の TheJapan Timesに掲載された次の記事が目に止まった。
「ClansRecall in the Scottish Highlands 」という見出しで，この記事に関連する歴史の概
要は次のとおり要約できる。
荒れた岩はだのごつごつした Highland （スコットランド高地）にひときわ高い山の麓で，
bagpipeを先頭にー列の行列がSt.Mary教会から出発した。行列は流れの急な Coe川のそば
のSt.Mary教会の墓地の上に立つ十字架の前で立ち止まり， Glencoeの大虐殺の犠性者に追
悼の祈りを捧げた。これはイングランド人とスコットランド人の聞で，またスコットランド人
同志の聞の数世紀にわたる対立から起こった凄惨な出来事であった。彼らは1692年に虐殺され
たMacDonald家の三百年忌のために祈りを捧げた。 Campbell家のものはこの殺害に加わっ
たとがでそれに参加していない。 MacDonald家の中には Campbell家に対して敵意を抱くも
のが300年経た今でも依然としているからである。MacDonald家がどうしても Campbell家
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と手を握れない怨恨があるのである。その23年後， 1751年に， MacDonald家と Campbell家
とは， Jacobites （ジャコパン党）に与して共に戦ったこともあるが， Glencoe massacreで
は全体で38名の男女子供が銃撃を受け，銃剣で突き刺され，または焼討ちにあって殺された。
兵士は略奪をし，村を焼き払い，家畜を追い払った。およそ160人のMacDonald一族の者が
雪の中を逃げまどい，飢えと厳しい寒さで死絶えた。
この大虐殺のもとは，なんとしてもスコットランドを併合しようとするイングランドの命令
でやったことであるが，これがスコッ卜ランド高地の人々とその生活様式を壊滅させた一連の
事件の始まりであった。その後，1746年に， Cullodenの戦いが起こり，イギリス軍とハノー
ノ〈ー傭兵はなおも戦う一族を滅ぼし，さらにその後，いわゆる1780年から1860年の Hgihland
Clearancesで，小作農民は羊のために追い立てられた。このために数千人に及ぶスコットラ
ンド人は姿を消して，都市の貧民窟の中に入ってしまうか，ほとんどは北米かオーストラリア
に移住した。
国外追放の浮き目にあった McDonald家の血を引く主としてアメリカ人実業家たちの基金
による ClanDonald Lands Trustで，大虐殺のあった場所の復元を現在進めている。
スコットランド高地の人々は，歴代の Stuarts王家を支持し， RomanCatholicsか，
Catholicに心を寄せるものであった。ところが， England議会はStuart王家の JamesEを
退位させて，その後にオランダOrange家の Protestantを信ずる王子を王位につけて， Wil-
liam Iとした。このWilliamEはスコットラン ド高地の人々に忠誠を誓うことを要求した。
この時，それを渋っていたのはDonald一族のうちで一番小さい GlencoeMacDonald家と，
Campbell家が手を焼いていた悪名高い牛盗賊たちであった。GlencoeMacDonaldの家長
Astair MacDonaldが忠誠書に署名したときは，時すでにお遅しだった。王家のScotland担
当国務大臣JohnDalrympleはあくまで併合に抵抗するものを壊滅するため，既に大虐殺の決
定をくだしていた。
1692年2月1日， GlenlyonのRobertCampbellは税の徴収に見せかけて，軍を Glencoe
に進め，歓待を求めた。 Highland地方にはこのような歓待が慣習になっていて，兵隊たちは
村に招かれた。およそ2週間の間， ごちそうを食べ，酒をのみ，この聞に受け入れ側の人 の々
中で寝ながら，「Putal to sword under seventy : 70歳以下のものをすべて殺裁せよ」との命
令を待ったのである。
Highland地方のこの歓待の習慣を破ることは大きな犯罪行為だった。それだけに，人を歓
待するときに歓待を受けたものから真夜中に攻撃を受けることは予想もできないことであった。
現在，Clan MacDonald Lands Trustは， 主として， 国外追放の流浪のMacDonaldの後育
のアメ リカ実業家たちの基金で，大虐殺のあった場所の復元整備を進めている。また，
Campbell家の人々に対するは350人の Glencoeの村人の積年は恨みはなく なり， Campbell 
の者がMacDonald家の者と結婚する者がいるくらいであるという。
Isle of Skye ( Scotlandの西，スカイ諸島）にはClanDonald Centreという一族の関係資
料や文献等を保存展示する博物館があって，
Rob MacDonald Parker氏が International
Directorであることカfわかった。
この記事は筆者の胸に引っかかるものがあり
早速米国オレゴン州，ワシントン州，カナダの
ブリティッシュ コロンピア州へ調査と文献収
集に出かけたのは平成4年（1992年）3月であっ
た。春の卒業式を終える とすぐ， Spokane
Museum, Oregon Historical Society, Provin-
cial Archives of British Columbia, Astoria 
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City Libraryを訪ね，手に入り にくい文献は
Clan Donald Centre ( Isle of Skyle Scotland ) 
PortlandのPowel’sBookstoreに依頼した。 特に一番必要とした JeanMurray Cole,. Exile 
in the Wilderness, Life of Chief Factor Archibald McDonald ( University of Washington 
Press 1979 ）は絶版で，担当者に探していただくよう依頼して，送られてくるのを待った。
この書物が手もとに着いたのは8月5日である。
本研究はJeanMurray Cole,. Exile in the Wilderness ; Life of Chief Factor Archibald 
MacDonaldを中心にRanaldMacDonaldが日本に出発するまでの父親の生活までさかのぼり
追跡するものである。父親Archibaldの生活から投影してみえる息子のRanaldMacDonald 
を見ることとする。本稿は紙数の制限のため ArchibaldがSelkirk卿から使命を受けて，
Scotlandを出て現在の Canada領地のJackRiverにたどり着く までとする。
3 著者JeanMurray Coleの紹介と Exilein the Wildernessについて
Canada , Ontario州， Brantfordに生まれ，経験豊かな記
者で あ り編集者， IllustratedHistorical Atlas of Peter-
bourough Countyのco-editorである。特記すべきは，彼女は
Archibald McDonaldの四代目，玄孫にあたる。（ Ranaldは生
涯独身であった。）この本のカパ一応次のことを興味深く記し
ている。
「22歳といえばカナダではまだ学校教育を受けている最中か，
大人の生活を始めたばかりの年齢である。青年Archibald
McDonaldはこの年齢の時に，やがてつらい運命に翻弄され
るSelkirk卿の植民地で94人の植民者の健康と幸福の責任を
負っていた。 RedRiverの植民地やPacificNorthwestの初期
に，管理責任者としてまた，毛皮取引に様々な苦労を経験する
がその責任を充分はたした。現実に即して，ユーモアをこめて，
Archibald McDonald 
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熱心にこれをやってのけた。Jとある。著者はArchibaldMcDonaldの書簡，報告書，日記等
をくまなく引用し，かれの伝記を伝えている。この伝記で著者が語るというよりも，引用する
書簡や，報告書，日記などに語らせる形で，夫としての Archibald，家庭の人としての
Archibaldに焦点をおき，未聞の土地での子育ての喜びゃ試練について，子供の教育のために
自分自身や子供の献身について，また，自分や家族の住む土地の美しさを Archibaldが心から
理解しているさまを侍えている。」とある。
W. L. Mortonはこの書物の緒言で， JeanColeの主題は「exileJ （国外追放者／流浪者）
であって，ArchibaldMcDonaldが特別の存在ではなく， 当時の HudsonBay’s Companyに
所属していたものたちほとんどが受けた運命を代表するものであったという。どの様な意味で
Archibaldが「exile」であるのか，またどの様な生き方をしたかを著者JeanColeに従って
考察する。
4 Archibald McDonaldの誕生と青年時代
Archibald McDonaldは1790年2月3日， ArgyllshireのLochLeven ( Glencoeのすぐ近
くの小さな湖）の南Leacantuim （地図では確認できない）の村で， 父の名はAngus，母の
名は Mary, GlencoeのMcDonald家の13番目，末っ子として生まれた。 数世代にわたる
Highlandの武家の血を号｜く家柄だった。
AngusはMcDonald家のう ちでEpiscopalian （監督派）に属していたが， Jacobiteを支
持するローマカトリックの傘下にあって， 1745年， 15歳にして， Cullodenの戦いに参戦した。
その前， 1692年に， Angusの父親Johnも子供の時，前述の GlenlyonのRobertCampbellが，
Glenco巴の McDonaldに大虐殺を したあの朝，母親と一緒に近くの山に難を逃れていたこと
がある。さらにその前，1645年 ArchibaldMcDonaldの曾祖父 AlanDheは， Covenanter 
（宗教改革党）に反対して戦いに望んだ。
このようにArchibaldの家系は代々，宗教と政治の対立からくる戦乱の渦の中にあった。
しかし， Archibaldが子供の時，彼の父親は1692年のあの大虐殺のあった地域を tacksman
（借地権をもち小作に分割させる）として支配していたが，一世紀前逃げまとう女や子供をか
くまった岩だらけの丘は，なごやかで、心やさ しいところで，McDonald家の子供たちは静か
な小川で魚釣りをしたり，丘の小道を散策し，鉄砲の音で聞こえるものは雷鳥や矯や鹿を打つ
音のみであったという。子供の目に写った Glencoeの田園は彼が回想するとおり隠やかなも
のであったが，確実に小作農民は土地を追い立てられ，Clearanceが進んでいた。
1811年 Archibald21歳の時，Selkirk王家の五代目の ThomasDouglas （本稿では以降
Selkirk卿とする）が，旧知のAlexanderMacDonaldに手紙を出した。 用件は「アメ リカの
開拓地で働く立派な人物をさがしているので推薦してくれ」というものであった。 Selkirk王
家のThomasDouglasについて説明をくわえる必要がある。
彼はアメ リカの植民に熱をもやしていたが，カナダでのその前の計画は望んでいたほど成功
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しなかった（ Prince Edward Islandで植民を試みた）。 それで，五大湖の西の RedRiver地
方（現在は主にカナダ領）に新しい計画をたて，今度こそ成功できると確信していた。その頃
のScotlandでは苦難を厭わぬたくましい者たちがHighlandの小作地を追われていたので，
Selkirk卿に率いられて約束の土地での新しい生活を始めようとするものが数百人に及んだ。
Selkirk卿がこの計画を成功させるために特に必要なものは，開拓者達の尊敬を集められる頑
健な若い指導者だった。その条件として大西洋を乗りこえる航海中や初期の新開地での困難な
生活を考えると，母国語のゲール語を話せて，母国の生活様式を理解できて同時に指導もでき
る人物が必要で、あった。
依頼を受けたAlexanderMacDonaldは早速GlencoeのArchibaldMcDonaldを推薦した。
Archibaldは弱冠21歳で，大きな責任を任せるにはまだ若すぎる向きがあったが，推薦した
Alexander MacDonaldはArchibaldの家とはじっこんの聞で， Archibaldこそ Selkirk卿が
探し求めている信頼できる役にたつ人物であると思った。この推薦を受けて数週間もたたずに
正式に Selkirk卿の任命を受けた。「自分が受け取る分の金を払うもののみ他人に頼らず自立
の真価が解るものだ」という Selkirk卿の信念から，移民をするものは，年寄りであれ若者で
あれ，各自10guineas （ギニー金貨10枚）の渡航費 （約束手形でも可とする） を支払うことと
規定していて，多くの場合，HudsonBay’s Company勤務に適する場合，両親の負債分を息
子の将来の賃金を担保とすることを認めた。 Archibaldが早速手がけたのは，諸国の村や町を
巡り， RedRiverに新しくできた HudsonBay’s Companyの開拓事業に参加する適切な若者
と契約を結ぶことだった。もちろん基礎が安定してから後から追いかけてくる家族の扱いをど
うするかに説明を加える必要があった。Selkirk卿の前の事業がはかばかしく ない様子は彼に
対する攻撃の形となってこの地域に広まっていて，必要な人員確保は必ずしも順調とは言えな
い状況であったが，折しも，小規模の小作農民は一層危険と困窮に悩まされて，Highland地
方の Clearanceはその頂点に達していた。情け容赦なく小作農民の追い立てや農地の焼き払
いがすすんで，羊牧場主が侵入するばかりだった。
Archibaldをはじめ Selkirk卿の使いの者が落ち着き場所を失って行く当てのない小作農民
を，アメ リカの開拓地に集めるのはさほど困難ではなかったろうと想像できる。 Archibaldは
十三番目の末っ子だったので，彼の父はすでにこの時82歳だった。これから長期にわたって文
明というものから離れる準備や必要な買物などをすませるなど事をすばやく進めた。
5 Archibald McDonaldの人柄と出発までの勉学と渡航準備
ところで AlexanderMacDonaldはArchibaldを推薦したが，Selkirk卿が初めてArchi-
baldに会った時の印象は 「若いArchibaldをたいへん気に入った。なかなかの人物だ。いい
性格を持っているようだ。 しかし彼の信条がしっかりしてあらゆる誘惑にも屈しないか確かめ
たい。開拓地に彼をやる前に彼がしっかりした節操を持つようにさせたいJ彼に対してなか
なかの惚れ込みようである。 彼に役たつ学問をする機会を与えるために彼を一行から離して後
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に残した。
1812年Archibaldにはロンドンで新しい教育の世界が待っていた。それまでの彼の教育，す
なわち Glenco巴での教育は，厳しい老練な教師が数学，ラテン語，英語，ゲール文学の立派
な教育をあたえていたが， Selkirk卿は広い科学の分野の基礎を与えようとした。 Selkirk卿
の意図は彼に医学の勉強もさせて行く末は医師の見習にして開拓地で彼を役立てようと考えた。
この考えはArchibaldのために先見の明があった。
Archibaldの役割は特別のもので， Red Riverの開拓地では， Selkirk卿自身の代理人の役
をさせるつもりで， Archibaldに多方面の任務（監督の役から仲介役，会計から医師にいたる
まで）をこなせる力があってほしいという願いがあった。しかし Archibaldに長期間徹底した
教育を与える時間的な余裕がないはずで，基本原理を勉強させ，事態に応用できるよう，
Archibaldが自由に知識を探求することが好きになるよう願った。 Selkirk卿の見込みは当
たった。Archibaldはこの学問の機会を利用して誠に熱心に勉学に励んだ。次の年の3月中旬，
勉学を終えるとロンドンを離れてスコットラン ド北部に行き，北米の開拓に参加する者を募る
仕事をまたはじめるが，この聞の彼のロンドンでの勉学は約8カ月足らずであったと思われる。
彼がロンドンでの勉学を続けている間も，将来の開拓者を輸送する航行中や，北米の現地で
は不安や扱いに対する不満から反抗などがあって重大な懸念となっていた。 Selkirk卿はそれ
だけ一層開拓の成功は，現地に送り出す人間次第であるとして，精力的に適切な人を募る努力
を続けていた。やがて対応しきれないほどの1300人もの移住希望者が応募したが，それだけ増
えたのは当時の Highlandの状況がさらに厳しく，圧制と絶望から逃れたい一心だったのだろ
う。哀れな境遇ではあったが， 誇り高い Highlandの人々は，新大陸で新しい生活を求めて，
自分たちと同じゲール語を話すArchibaldの回りに集まった。
多くの希望者の中から，開拓に適するもの90名（ほとんどは十代と二十代の男女の若者であっ
た）が選ばれた。開拓地の条件が整ってから女子供を入植させる予定で力のある独身の男を送
るつもりでいたが，一行の中にはclearanceで、家を失ったものに対する同情から小数の家族も
ちもいたほか，PeterLaserreという若い医師やchaplainも乗船させている。総勢94名中，
家族は8家族，はた織り職人，仕立屋，靴職人， 大工，水車大工のほか，Scotland特有の
bagpiper （風笛手）もいた。一行が苦しいとき bagpierの演奏する故国の音楽にしばしば励
まされることになる筈であった。Selkirk卿は開拓地で必要なことをするすべてを考慮にいれ
ていた。法と秩序を維持するために軍事も頭にあったが，結局はお印程度のマスケット銃，銃
剣と大砲を積み込む程度だった。
6 歴史的状況
北米大陸の歴史は， 1492年のコロンブスの発見から始まったのでなく，先住民族である In-
dianが既に2万年以上の歴史の中で多彩な文化をつくっていて，ヨーロッパ人が到着以来，
500年にわたって，Indianの文化が壊滅の影響をうけるのであるが，イギリスは圏内の毛織物
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工場の発展にともない牧羊地の拡大により土地を追われた農民を海外に放出し，本国に必要と
する工業原料品や資材のほか，タバコ，砂糖などの利潤の多い農産物を生産させる目的で，「農
業植民地」経営を行なった。それには，原住民を土地から根こそぎ追い払い＝ 「clear」とし，
そこに労働力を移植＝「plant」する事が不可欠であった。 16世紀後半からイギリス本国です
すめたこの clearanceとplantationを，海の彼方の北米大陸で大々的に展開す石のであった。
北米大陸で植民に加わるもの達は，自由渡航者から，年期契約奉行人，渡航費前借移民にいた
るまで様々なものがいた。
7 先住民族排除による植民（開拓の原罪）
Selkirk卿や Archibaldの意図とは別に，当時の北米の一般社会はどのような状況にあった
か見ることとする。「今の亜米利加は元と誰の固なるや，その国の主人たる（インヂアン）は，
白人に逐はれて主客処を異にしたるにあら非ずや。jと福沢諭吉は喝破した。
現代からこの開拓の歴史を見ると，先住民であるいわゆる IndianとAnglo-Saxon系を中心
とするヨーロッパ大陸からの移住民との聞の接触，対立，そして後者による前者の排除による
植民地獲得の歴史であるといえる。 19世紀帝国主義を経た今日，植民地という言葉は，通常，
多民族の住んでいた空間を，特定の国家，民族が領有化し，支配することと結びついて理解さ
れる。つまり，例えば，イギリスのインド植民地，オランダの東イ ンド植民地に典型的に示さ
れるように，異民族聞の支配関係が連想される。その点，イギリス人のアメリカ大陸に於ける
植民地の歴史も，其の植民当初では，先住民であるインディアンに対するイギリス人の支配の
歴史であった。 しかし，イギリス人のアメリカ大陸植民地化は，異民族聞の恒久的な支配関係
の確立であるよりは，先住民族の排除，抹殺によるイギリス人の移住，定住を意図，少なくと
も其の結果であったといえる。つまりそこでは，植民地とは， まず先住者を排除して，移住者
が移り住み，定住するところであった。もちろん移住当初はイギリス人も必ずしも先住民の排
除を心lこあったわけではなく，例えば食糧については，先住民に依存しなければ生きていけな
かった。初期の植民は先住民の依存や協力なしにはありえなかった。しかも，植民者達には当
初Indiansに依存したのは生きるためだけではなく，企業としてなんらかの利潤をあげなけれ
ばならなかった。彼らは本国に送るべき黄金に代わるもの，例えば，初期はビーバー，テン，
オットセイ等の毛皮であったが，この初期の Indiansとは共存関係が成立していた。例えば，
Archibaldは後述するChurchillでの移動の際毛皮の交易でかれらに依存しなければならない
様子を具に見ていたし，かれらの善意や援助に負うことが多かった。この経験は彼の生涯In-
dianに対する敬意と友情信頼の基礎となったと述べていることでもわかる。 Indiansもまた，
イギリス人のもたらす，ナイフ，斧，やかん，毛布等の品物を必要とし交易をしたからである。
しかし，イギリス定住地がようやく安定し， 農耕植民者として土地空間の獲得を目指すことに
なるとこの均衡は破綻し，暫し対立と抗争の渦となるのである。北米大陸で行なった clear-
anceは様々な方法が取られ，戦争によるか，条約を結び土地を没収し境界線を定めるとか，ピー
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ズや安ぴかの飾りもの（ beads , trinkets ）と交換に土地を買い入れる方法のほか，無料で譲
り受けたり，詐取同然の行為が平然と行われた。疫病で全滅した種族の土地に入って占有権を
主張するなどが行なわれた。
Archibald個人の思いと関わりなく，この渦の中にこれから入っていくことはArchibaldや
Archibaldの一行は知る由もない。
注 「歴史的状況」「先住民族排除による植民 （開拓の原罪）」については， 富田虎男
著 「アメリカインディアンの歴史」雄山閣，及び，斉藤真著「アメ リカ革命史研究」
東京大学出版会，から要約し引用させていただいた。
なお， Archibald McDonaldがやがて親密な関係を持つことになる Chinook
ChiefのComcomlyの背景広ついて次の書を参照にした。
Robert H. Ruby and John A. Brown,. 
The Chinnook Indians ・ 
Traders of the Lower Columbia River,. 
University of Oklahome Press 
8 植民地への出立
船は HudsonBay’s Companyの持ち船 Princeof Wales号，船長は JohnTurner ，船は
Scotland北部に位置する Orkney諸島にある小さな港Stromnessから出航した。開拓予定者
をのせ，荷物を積み込み，順風を一週間も待って， 1813年6月28日，ようやく出航したが，港
をでて数日もたたぬうちに， 一行の中にがチフス患者がでた。港に長期間とどまっていなけれ
ば起こらなかっただろうに， Archibaldにとって，さい先の良くない出来事であった。
Archibaldと医者の Laserreはありとあらゆる予防措置をし， ベッ ドや寝具を外気に当てた
り，甲板を洗い流し消毒するなど，ライムのジュースをくばったりした。しかしこう した努力
に拘らず，感染をくい止めるのは容易でなく，一人また一人と増えて60名もチフスの犠性がで
fこ。
Prince of Walesの航海日記に患者のようすが記録されて，Hudson Straitに近づくま1で続
いている。 1813年8月15日日曜日には，「今日は，19人の乗客と 8人の船員が病気にかかり，
あちらでうめき声，こちらでうわごとがあり， 言葉で表現できない恐ろしさである。」事もあ
ろうにこの大事なとき，Selkirk卿が94人の命を託していたのに， 8月16日に若い医師Leser-
reが，この病気のために全く身動きできないまま，死亡した。この医師とは交友を楽しみに
していたArchibaldは，自分にすべての責任がかかった。さらに不幸が重なって， 船長の
John Turnerがひどく取り乱して，挙げ句の果てrheumaticの発作に悩まされていた。Sel-
kirk卿がArchibaldに予め任務を考えてロンドンで様々な教育を受けさせたのは先見の明が
あったというのはこの事である。病に倒れるか肉親に先立たれるかするものが多くいて，まだ
足を踏みこんだことのない厳しい未聞の土地を目の前にして，94名の一行の世話を任せられた
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のである。Archibaldは立派な人物であるとか，機転がきくとか，決断力があるとか評価され
ていたが，この危機的なとき彼の人物が本当に試されるのであった。
9 最初の上陸地点Churchillで冬を越す
Churchillに上陸した。そこでは， MilesMacDonell総督が歓迎して待ってくれて，冬に
かかる前に食料品を用意し，開拓地に移動する手はずえも整えてあった。
Churchillに上陸したのは8月18日で， ScotlandのOrkney諸島の港をでてから大西洋をこ
えて， Hudson Bayに入り， 48日間の航海であった。上陸を直前にして Archibaldの血縁
Donald Stewartや操舵員が亡くなった。 上陸と同時に病人を収容し，食料を格納するテ
ント小屋を建てるのであるが，上陸の喜びよりはあたりに暗い陰が満ちていた。上陸6日目に
病人は病院用テントに収容したが， 29人の乗組員のうち荷おろしの仕事に就ける健康なものは
ほんの6人であった。 3人の船員を含めて4人が亡くなり， さらに 2人の開拓予定者が死亡し
Tこ。
この様なとき HudsonBay’s CompanyのYorkFactory chief, William Auld （主と して毛
皮取引をしていた）はそれまで23年間も HudsonBay’s Companyに勤務していた老練であるが，
「こんな北国に開拓者を連れてくるとは馬鹿げた計画だ。悲惨な結果になると予め警告し」て
いたので， RedRiverでの開拓計画に就いは公然と反対の態度を表した。辞意を考えていたが，
不本意であっても， Selkirk卿の代理人に協力をする義務があったが， Selkirk卿にとっても，
現地の Archibaldにとっても WilliamAuldなる人物は最大の敵で， Miles MacDonell総督
がSelkirk卿に宛てた書簡から解る。 「Auldはまことにあからさまにあなたの計画の多くに
対してあざけり，期笑し，いつもRedRiverの開拓地の効用に反対を唱えている。Jまた，
Auldが S巴lkirk夫人の兄弟に宛てた書簡では，「不潔な不精なこの習慣は Archibald
McDoneldという若造のけしからぬ間違いから起こったもので，またきっと別の不幸を引き
起こすことになる」「この様な悲惨な人々がどうなるか，全く見当がつかないjと， さんざん
な酷評であった。適切な援助をさしのべるべき立場にありながら，さしのべたのは反対意見と
酷評だけであった。余りにひどい仕打ちだった。 捨てる神あれば助ける神ありで，幸い，
York Factoryから医者の AbelEdwardsが駆けつけてきて，早速，彼の仕事を援助する。
Archibaldは彼の助言や援助を喜び，最も重い病人を彼に引き渡し看護を依頼し，荷揚げの作
業や仮の宿舎の建設にとりかかった。最終の目的地のRedRiverの開拓地までたどり着くこ
とは難しく，その年の冬を ChurchilCreekで越すことになった。健康を回復したものが支援
を得て人々を収容する宿舎の建設に取組むが，女性や子供達は冬に備えて，つるこけももを沢
山とり壊血病に備えた。EdwardはArchibaldに一行の食事法，衛生，運動等注意すべきもの
を細々と健康維持の処方を書いた。 壊血病の予防法として食事の配給の仕方，オートミールや
ライムのジ、ユースを酒にたらして与える方法など細かに指示した。10月8日には初雪がふり，
戸や窓，ベッ ドをのぞいて3戸の家は完成した。完壁とはいえないが当座をしのげるものになっ
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た。しかし，食料は次第に枯渇し，まだ数カ月はもたせなければならないので，肉の割当の制
限をうけた。青年Archibaldは予想もしない扱いで、あり， Selkirk卿が開拓者達が受けると確
信していた待遇でなかった。新しく来た開拓者の福祉を引き受ける態度がAuldには全くな
かったので， Archibaldと親しい友人になった AbelEdwardsにその負担がかかった。この冬
をこす食料がどこから手にはいるのかこの二人には見込みが全くなかった。すでにオートミー
ルや主要食品は厳しく制限されていて，肉類のでどころを神に祈るのみであった。が，日一日
と寒さがつのると，自然は有難いことに HudsonBayでは見かけたことのないほど数多くの
雷鳥を砦のハンターがとどけてくれた。網で一度に350羽も取り届けてくれるのであった。こ
の烏の肉の補給がー冬続いたので彼らがどんなに有難かったかわかる。この土地は冬は身を切
るように寒く，荒涼としたところで，その年，岩の多い大地は奇跡的に烏の恵みが豊かであっ
た。
食料問題が一段落すると，その次は一行に仕事をさせる必要があった。なにぷん，彼らは腰
の落ち着かない青年や，まだ10代の若者で常に指示を与え材木きり，狩り，手袋作りなど仕事
に就かせておかなければならない，中にはかなり手に負えない激しい気性の若者がいて，何度
も忠告の末，柳の枝で18回鞭たたきの罪を与えなければならなかった。手綻の用意もしていた
ようである。 AbelEdwardsは 「彼らのほとんどは子供のようなもので，一刻も目をはなせな
い。Jまた，Hudson Bayのあたりの過酷なほど厳しい気象状態に不慣れで，たびたびの忠告
にも拘らず手袋や上着を着用せず，靴下すら履かずにしばしば外にでて熱をだすことがあった。
命令を守らせるために次のようなチラシを配った。
「担当医師が，たびたび充分衣服をまとって厳しい天候に備えることが絶対必要であると要
請したが，殆と、注意を払っていない。健康保持のために，下記の指示に従わなければ，自分の
不注意で病気にかかったとき，これまでどおり治療はするが，治癒までの薬代を請求し帳簿に
つけるJとして，事細かに外出の際の服装の指示をしている。例えば， 「男性はチョッキやジャ
ケッ トのボタンをきちんと止め，そのうえに上着を着なさい。首にははハンカチか首巻きを巻
き，帽子はもちろん，あご当てや手袋をつけなさい。靴下は二足以上はくこと。 袖口は風が入
らぬよう止めなさい」という具合いである。女性の服装についても，「いつも3着のペテイコー
卜を着用しなさい， その中一着は木綿かフランネル製であること，きやはんをはくよう。また
外出するときは必ずフッド帽，手袋， pelisse （外套の一種）を着用のことJ等，まるで、小さ
な子供にいちいち注意するように細かい。
Abel EdwardsとArchibaldとの間では責任の分担を明らかにしてあって，Archibaldは一
行の全体的な要望をきいて処理する。 他方Edwardsは医事を担当すること して双方の協力関
係が円滑であった。 「McDonaldと私は毎朝個々の家を点呼することが習慣になった。点呼の
時，身体を清潔にしているか，壊血病の予防のために松の煎じ薬をのんでいるかJ確認してい
る。その後，結核や壊血病で亡くなるものがでたが，熱の発生がなくなった。寒気や，不衛生
や病気に対する激しい骨のおれる戦いがあったためと，EdwardsやArchibaldの献身の賜も
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のではあったが，いかに未知の，しかも厳寒の地での生活が厳しいものであったか想像できる。
しかし絶えず監視の目はゆるがせなかった。一行は，自分達の置かれた環境の厳しさや寒さに
慣れておらず，健康を維持する基準をきちんと守るよう指導した。
この厳しさの中で，あるものはホームシックにかかり，あるものは気力を失ったりしたが，
Archibaldは彼らに馴染み深い母国語のゲール語で話しかけ，毅然とした態度を失わず，仕事
を進めるとき過酷な手段をとらず，独善的な命令を発することがなかったので，動揺や反抗を
起さずに済んだのであろう。
自然に対する脅威，おそってくる病魔，食料の確保，一行の精神的な態度の鍛錬の他に，
Archibaldが一番手を焼いたことは前述のAuldの事であった。
11月下旬はこの地方では最も寒気が厳しい時期だが，砦で火災が発生して，個人の作ち物ば
かりでなく，食料品の損害を受けて，せっかく建てた建物が見る影もなく灰になった。開拓者
達のせいだと非難した。彼らはもっぱら建物から物を救いだし，延焼をくい止めるために全力
を尽くしたのであったが，早速非難攻撃したのはこのAuldである。 書簡をおくっては開拓者
達の不行跡を罵り続けた。後で明らかになるのだが，開拓者達が現場に着く 2目前に屋根がく
すぶっていたことが判明し，彼らに何の責任もなかったのである。
この地方の気温が，零下50度以下になることは珍しいことではなく，風は突風となって雪を
巻き上げ，果てしなく続く平地を荒れ狂い，脆い小屋の板壁を容赦なく吹きつけた。いつ何時
熱病や壊血病が発生するか気を許せない状況で，もしそうなると冬の寒さが緩み始めてもすぐ
新開地の RedRiverへ750マイ jレの旅に出発できない心配があった。McDonaldとEdwards
は冬の嵐が治まらなくとも，有能な50人を選んで先発隊を出発させることにした。ここからは
道が険しく，砦のハンターや使者が通る程度の踏み固めた道であった。ここまで，Auldは全
く非協力的人間だと書いてきたが，必ずしも全くに悪人でもなさそうで，この時， 道案内役の
Indianを差し向け，予定の野営地には，雷鳥の肉を置かせるなどしたようである。 Archibald
はこの50名の先導となり，励まし，傷の手当をし， Winnipeg湖にはいり， 目指す南の開拓地
に通ずる川までの150マイルの道を急いだ。
10 Churchillを出発， JackRiver Post ( Norway Post ）までの道程
冬の病気の治療法など
野営地で開拓地へ向かう最初の移動準備が始まった。Churchilでの春の訪れはおそく，7 
月でも北極の氷が港を塞いでいて，出発予定の4月初旬になってもまだ冬は腰をおろしたまま
動く気配はない。割れた氷が岸辺に打ち上げられて盛り上がっている。内陸のし 2マイルの
ところに原始の道が平原にずうっと続いている。 HudsonBayに注ぐ）｜岸のやせた絶壁には，
いじけたような低木が繁っていて，辛うじて開拓者達がテン トを張って，夕べの焚火をたける
薪を集められる程度の場所があった。ほとんどの道程は深くぬかる柔らかい雪が積もっていて，
寒さと風に加えて，スコッ トランド人達は履き慣れない雪ぐつで長い道を歩くのはかなりの難
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儀であった。先発隊として選ばれた50人中，半数は雪様を引き，自分や女，子供の荷物や食料，
寝具を運んだ。援の製作には木車大工が監督した。女や子供は，雪靴， Indianのモカシン靴，
手袋などを作った。Edwardsは一行の食糧や衣料品補給の他に荒野でかかる様々な病気の治
療方法を Archibaldにいろいろ指示指導した。 Archibaldはこんなに突然たった一人で，しか
も，見かけたことのない病気，例えば急救の治療の他に雪盲，雪靴の靴摺れ等の治療をしなけ
ればならなくなるとは全く思いもよらなかった。
Archibaldが任務を受けて ChurchillCreekを出発するとき，医師のEdwardsの書きつけた
指示書を持って行っている。病気の治療法として放血法（血を抜くしゃ血法ともいう）の指示
は細かい。「まず血管を切り開く，患者に現れた plethora（多血症），もしくはinanition （栄
養失調症）の程度に応じて10オンスから16オンスの血を取る。開口部を大きくすると短時間で
必要な血を取ることが出来るので適切である。また病気の予防や治療にも有効である。手術を
するとき動脈から離れた血管を選んで手術をするよう充分注意を払うことjとしてあるが，そ
の他， 雪を食べたくなるのはきわめて危険で有害なので，絶対認めるべきでないと強調してい
る。現在の医学からみてこれらの治療法が適切かどうか解らないが，当時の医療水準を知るこ
とが出来る。ChurchillCreekを出発して第一日目に，足の控室堅を訴える者がでて，第2日目
は足の筋肉の産準で歩行困難になった者がいた。Archibaldがした治療方法は，まず火をたき，
お湯を沸かし松の煎じ薬をっくり患者の腕から12オンスから14オンスの血液を抜き煎じ薬で患
部をきれいに洗うことだった。
1 Jack River ( Norway House ）までの苦難の道
Jack Riverまでたどり着くまでの道は苦難そのものであった。そこからは， Winnipegの
湖であり船旅になる。あとは RedRiverの川をのぼるだけである。 JackRiver ( Norway 
House ）に着くのをどんなに待ちこがれていたとか。 ArchibaldとEdwardsはこの困難な旅
のためにもっとも有能なものを選んだ。例外の49歳がいたが，あと21名は10代で， 30名は
Archibaldと同じ20代前半の若者だった。3月の最終の週，開拓者達はー旅程分として，各自
10ポンド（3750グラム） のオート ミー ルの粉，ひとつがいの山うずらを配給した。
1814年4月6日のよく晴れた朝，見渡す限り荒れ果てた険しい Churchillの広い荒野を意気
ょうようと出発した。深い雪に歩幅の不揃いの雪靴の跡をつけながら，RobertGunnという
風笛手が列の真ん中を大股で歩いた。全体の先頭にはIndianのガイ ド，その後ろには男達と樟，
其の次に女達，最後尾には頑丈な男がついた。1列になったのは， 道に慣れない女達のために
歩きやすいように雪を固めることになるからだった。 Archibaldは時には先頭になり，時には
真ん中を歩く女や子供の歩調に合わせたり， 組頭と後尾についたり，様を号｜く男の子に手を貸
したりして気配りをした。心身の苦痛の訴えはまもなく現れた。ゃれ痘寧，ゃれ筋肉の引きつ
けをつぎつぎ訴えて，湿布やら血抜きの手術やら大忙しであった。 一行の列ば，女性の誰かが
遅れ始めると，行進の列を変えて， 男性の列の聞に入れて行進した。第2日目は寒さや，病に
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もめげず一行はChurchillFactoryの狩猟野営地のEastwardTentまで休まず急いだ。そこで，
Churchillを出て初めての一夜を明かすことになった。食糧の供給を受け，蓄えてあった沢山
の雷鳥の馳走に与った。其の夜は，雪目や，こむらがえりや腫れものの痛みを訴えるもの多く，
また長距離歩き続けられるように出発を延期して一日休息をとった。まだ日の明けぬ中に出発
するのがたてまえで， 2時頃，朝の起床の合図で起き，まだ明るい中にできるだけ道程を消化
しなければならなかった。雪に反射する強い太陽の光でしばしば雪盲にかかることがあったが，
このような旅を続けて平原の傾斜や隆起部の所で，ころんだりつまずいたり固くかたまった雪
の溝につまずきながら難行苦行であった。 4日目と 5日目には毎日20マイル歩いた。順調に7
日歩いたあと， 一人の女性は寒さのために震え，めまいがして，氷の上で滑り倒れた。また病
気をして熱のある別の女性が運ばれてきた。 Archibaldは他の者がかかっている雪盲かι思い，
病人の看病にとりかかったが，健康状態を調べてみると妊娠4カ月になって，症状から流産の
心配があった。この時も妊婦の腕から放血の手術をし，生温い温湿布をして妊婦の夫に安静に
させるよう指示して，夕方には快方に向いたという。出発して15日目， 雪は降り続けて，間に
合わせの小屋のあたりには風のためにか大きな吹きだまりができた。身体の弱いものは仲間と
歩調を合わせられずに子供は難儀をした。 Archibaldは道路をよく知っている Indianの猟師
に遅れた者とあとに残り，状況が良くなってかから本隊に戻るよう指示した。この日はガイド
のIndianでも難儀をしたのである。まったいらな荒野の道は20マイルもあり，吹き上げる雪
のために2,30ヤード先の四方は何も見えなかった。ガイドがこの先を行くことは難しいと口
にだすほどであった。 しかし，荒野での厳しい経験でArchibaldはIndianを信頼していいと
いう理由が明らかになった。 Churchillに着いたときから毛皮取引人達が隣人のIndian達に
信頼を寄せて頼っている様子を知っていたし， Archibaldがその後経験する荒野の旅のこの最
初の数日間，数週間で，彼らの善意や助力が欠かせないことが身にしみて解ったのである。こ
れがきっかけでArchibaldは原住民Indianに対して一生敬意を抱き， かわらぬ友情と信頼を
持ち続けるのである。一行はもう HudsonBayに注ぐNelsonRiverの一番広い河口にある
Sam’S Creekに近づいた。ガイドのIndianは「大丈夫，YorkFactoryはあとまる 2日で着く」
と保証したし，雪盲の症状は始まり，傷みの激しいこむらがえりはもはや旅の進行を妨げる程
でなくなり，一行の健康状態は回復し旅程を進めるのみだった。 最悪の状況を切り抜け， 元気
をとりもどした。やがて YorkFactoryに着けばうまい食事をたんまり食べられ，ゆっく り休
息が取れるだろうと期待した。其の先はさらに開拓地まで600マイルの長い道程がひかえてい
るが，殆ど，きらめく水面をいく快い船の旅となるので，硬い雪で固められた厳しい陸上の旅
がもうすぐ終わりとなるのであった。彼らは砦から派遣された数人のhalfIndians ( Indian 
との混血）に会っていた。狩猟者として開拓者達のために雷鳥の肉を用意し，食糧の補給とし
てオートミールやポークをもってきたり，様々な使い走りをして彼らのために尽くすのである
が，そのうち一人は砦に急ぎ一行52名が到着したことを HudsonBay Companyに伝令として
知らせた。 4月6日に出発して13日目，4月18日に， Nels on Riverは波に打ち寄せられた砕
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けた氷でL河口が塞がっていたが，そこは最後の障害で，一行は河岸を北に4マイルさかのぼり，
山のように積み重なった氷の川を半円を画いて対岸に渡るのは決して楽ではなかった。 Hays
RiverとNelsonRiverの聞に半島があって，それを渡ると HaysRiverが見えた。その日の午
後遅く目指す YorkFactoryが近づくと，砦のものが2名とIndianの女性が数名が遠来の客
を迎えるテントを立てていたが，遠く でbagpipeの音が聞こえて驚いた。森に切り開いた新
しい道の方を見ると，若い風笛手を長い列の先頭にして，厳しい北風の寒さに向かつて堂 と々，
男も女もスコッ卜ランドの格子じまのキル 卜を肩かけ，懐しいスコットランドの歌を歌いなが
らやってきた。 HudsonBay’s Companyの主任の W.H. Cookの歓迎を受けたが，そんなに
意気揚々と喜びにあふれんばかりやってきて驚いたのは，辛い旅の終わりの祝いにせめてラム
酒をふるまってやりたいという Archibaldの望みは砕かれ，蓄えの食糧は乏しく，割当を増や
せるどころか，配給を減らさなければならない状況でだった。それもこれもAuldの指図であっ
て，Archibaldはなんとしてもその場を切り抜けなければならなかった。 無事着いた祝いの楽
しい催しではなく，これからもやりくりしなければならないと全力で彼らを説得した。そして，
テントに落ち着くと砦から食糧の蓄えがくるまで持ちこたえられる量を配給した。 Cookに何
度も交渉したがAuldから固い命令があって融通をつけられなかった。
このとき 5月3日一羽のがちょうが飛んできて，春の訪れを侍えてきた。 Archibaldはもう
すぐ移動できると思って喜んだ。しかし開拓者を川上に移動させるのにたった2そうの船しか
なかった。これでは，個人の持ち物のうちで最も大切なものを除いてすべて残して行かなけれ
ばならない。それで、水車大工のLamontは， 砦の大工と一緒に舟の建造にとりかかった。この
舟は長さ35フィー卜で3トンから4トンあり，漕ぎ手の力や操舵の技術も必要で，人員の配置
にも配慮が必要だったが，5月23日に完成して船は出た。Archibaldはこの時の耐乏を償うた
めに，自分の金でタバコを買いそれを配りながら，自分達の状況をよくするためには一刻も早
くHayesRiverをのぼり， Lake Winnipegの湖を行って，目指す自分達の開拓地にたどり着
くことが一番の解決策であると安心させた。彼らは生来楽天的で、再び、勢いっき， YorkFae-
toryを出て初日に雨の中，帆に！慎風を受け船は進んだ。 次の日はハンターがちょうを 5羽も
とって変わった食事がとれた。苦情がないこともないが一行は旅の最終段階に入って喜んでい
たので，不満が深刻なほど高まることはなかった。 川の流れは激しく日陰のところは氷が解け
ずにいたが初日の船の旅は順調だった。しかし 2日目になると状況は厳しくなり， Hayes
Riverは急流になった。 Hudson湾からRedRiverまでHayesJIは海抜700フィー卜の所を流
れていて，曲がり くねった川の滝や急流と戦い進まなければならなかった。その日の流れはさ
ほど急流でなかったので船を曳き続けることが出来た。 6人の Hudson’sBayの漕ぎ手や18人
の開拓者達は満身の力をこめて川岸を綱で引いて船を移動させた。岸が平らな所では， 49歳の
年で特別に一行との行動を認められていた SandyGunnは， 20名の女性や12名の子供達と川
岸を歩いてついて行った。しかし次第に峡谷にさしかかると，船の曳手達は岸の絶壁から綱を
ひきながら船を引き，年より，女，子供達は岩だらけの地形に足場をもとめて歩いた。時 ラ々
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ム酒を振舞って船の曳手を励ますていどで，この様な経験をしたことのない Highlandの人々
を励ますための用意がほかになかった。 一層悪いことが待ちかまえていて，高い滝が幾つも並
んでいるため，船を陸揚げして移動した。特にWhiteMudやRockyLandingのような所では，
船の荷をおろして女達にも荷物を運ぶ陸上輸送を手伝わせた。 Brasse’sFallsの滝では男達は
思いもよらぬ力をださなければならない労働に，力をつける食事を出すように要求して苦情を
言い，経験豊かな舵取手でも，せめて腹いっぱいとまでにならなくともやや満足する食事を，
と要求して食糧の割当に苦情をいった。 5月31日には船をようやく UpperBurnt Woodに引っ
ぱり上げて RockySwampyの難所を陸上輸送した。
Hayes川をのぼってSwampyLakeに入り 6月の始め，ついに DramStoneという毛皮交易
所に着いたとき，みんなでラム酒で、祝った。次の6月3日は氷を砕き進まなければならなかっ
たが，一息入れたので元気に出発した。Archibaldは進路が大変はかどって JackRiver Post 
( Norway House ）や食糧の蓄えの場所に予想より早く到着できると確信して，食事の割当
を増やし，新鮮な魚や酒類で食事を豊かにした。これまでの苦労を暫し忘れみんなの表情が明
るくなった。そこからOxfordLakeの東にある OxfordHouseを通り， 6月11日に JackRiv-
er postに到着した。 船が駐留地にはいるとき，ネッカチーフやタータンをふり，彼らの喜び
を表した。 特に喜んだのは，歓迎のために集まった中に故国でなじみのある親戚や友達の顔が
見えたことであった。女の子の一人は自分の兄弟の出迎えをうけて，この国の豊かさの証拠と
して大きな楓の砂糖菓子をフレゼン卜された。早速この土地の豊かさを話題になったことだろ
う。この先はまだLakeWinnipegの湖をしばらく航行し， RedRiver川をさかのぼり開拓地
のAssiniboineに行かなければならないが， 一行はもう目的地に着いたも同然だと思った。一
度に安心して希望がわき嬉しくなり，感動的な場面だった。砦の人もなにかお祭りをしてこの
記念すべき日を意義づけたらいいと思った。こんなときこそ踊りを踊って，陽気なお祭りをす
べき時であった。人々はホールに集まり，酒もたんまり出てスコットランド高地人の陽気な踊
りを踊って祝った。
その1 まとめ
1813年6月28日，Scotland北部の Orkney諸島の Stromnesを出港してその年の8月18日
に約48日間の航行でHadsonBayのChurchilに上陸しその年はそこで越冬した。翌年1814年
4月 6日に Churchil を出発し， York Factoryを通って同年 6月11日に JackRiver 
( Norway House ）に60日余りで着いた。この時の ArchibaldMcDonald は23歳である。こ
の年齢はカナダは勿論のこと我が日本でもまだ学校教育をうけているか或は大人の生活に仲間
入したばかりである ArchibaldMcDonaldがIndianのChinookの首長の娘PrincessSunday 
と結婚して，やがて日本で最初の英語の教師となる RanaldMacDonaldが生まれるのはこの
10年後である。 RanaldMacDonaldが24歳の時， つまり1848年に鎖国中の日本に上陸し，利尻，
松前，長崎で幽閉されながら日本の生活をかいまみるのであるが，それはこの時から34年も後
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のことである。今後の研究はこの後の ArchibaldMcDonald 
を追跡し，北米社会の形成過程と関連させて Indianの，特に
Chinook族の歴史や社会や文化から， RanaldMacDonaldの
実像をとらえて行きたい。
FRIENDS OF MacDONALD （マクドナルド友の会）
に感謝とおわび
， ? ?
会長MasTomita氏，副会長BruceR Berney氏， Stephen
Kohl博士のほか多くの友の会の方に資料やをいただき助言を
賜わり励まされた。特に BruceR. Berney氏にはOregonの調
査の時， Astoriaを案内していただいた。8月下旬， Berney
氏が札幌，利尻， 長崎の調査をかねて来日の機に立教大学教授
富田虎男先生をお招きして，札幌で 「ラナルド・マク ドナルド
を語る会Jの企画を，道内の高等学校や大学関係の方々の協力をえて進めていたが， Berney 
氏の旅行日程の都合で断念してしまった。筆者の不手際のためである。富田先生には既に予定
Ranald MacDonald 
していた日程をご無理に変更してお願い申し上げていた。多くの方 に々もご迷惑をおかけした
ことをおわび申し上げます。
